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アジア・ユーラシア大陸の地表面熱収支分布の解明 
 
はしがき 
地球規模の熱収支の評価は Budyko(1956)により行われて以来、データの比較的豊富な、ヨ
ーロッパ、北米ではその改訂版とも言うべき研究がなされてきたが、アジア・ユーラシア

大陸については、データの欠如により、学問の進歩をふまえたより信頼の置ける成果が現

れてきていない．データの欠如は今でも本質的に変わっていないが、ここ１０年ほどの間

の衛星リモートセンシング技術と、大気情報の時間・空間的な内挿技術である４次元同化

法の発達により、地球上のかなりの部分において任意の時間間隔で測定値とモデル計算に

基づく「データ」を生み出すことができるようになった．その成果の一つが、ISLSCP 
(International Satellite Land Surface Climatology Project) Initiative 1と呼ばれるもので、
地球上の気温、湿度などの基本気象・水文要素に加え放射収支項、植生指標などを１度の

グリッドごとに１ヶ月平均値として１９８７－１９８８年の２年分出している．また大気

上層のデータとして米国 NCEPの出している，月ごとの平均値があげられる．本研究は、
これらのデータセットを利用することで、これまでの最大の問題点であったデータの欠如

という点を回避した．さらに、熱収支項のうち特に評価が難しい潜熱フラックス（蒸発散

量）を新しい方法を適用することで、大陸規模の面的な熱収支項の分布をこれまでよりは

るかに精度良く明らかにする点が独創的である．さらに、これまでこのような研究を行っ

た場合、検証がなされることがほとんどなかったが本研究では、これまでに行われた主な

気候帯での地点現地観測データを用いて、部分的ではあるが結果の検証を行った．得られ

た結果は、月ごとの大陸規模の熱収支マップであり、これらはこれまで不明な点の多かっ

た、地球環境、特に地球の気候を形成する上でのアジアーユーラシア大陸域の役割を解明

する上で大きな役割を果たしうる． 
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